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 前回の報告書ではランニングを始めたと書きました。結果的に半年ほどはこの習慣が続いたの

ですが、暑くなってきた夏頃からは徐々にサボるようになってしまいました。これではいけない！と

いうことでこの冬から再びランニング、そして週末はプールで泳ぐようにしました。今年の目標はラ

ンニングを続けて11月にある5kmレースで自己ベストのタイムを出すことです（目標は20分切り！） 
 

ランニング以外の目標として個人的に進めている研究を年末までに論文にまとめる、というも

のがありました。そのタイムリミットはオーバーしてしまったのですが、筆頭著者の論文が先月

Nature Microbiology誌に掲載されました１。バクテリアの細胞壁はペプチドグリカンと呼ばれる糖ペ

プチドから出来ていて、ペニシリン結合タンパク質（Penicillin-binding protein; PBP）と呼ばれる酵素
群によって合成されることが知られています。定説では PBP とその関連酵素のみがペプチドグリカ
ンを合成できると考えられていたのですが、数年前に RodA と呼ばれる細胞の伸長に必要なタンパク
質がペプチドグリカン合成酵素であることが枯草菌で示されました２。RodA は SEDS タンパク質と
呼ばれるファミリーの一員なのですが、他の SEDSタンパク質がペプチドグリカンを合成できるのか
分かっていませんでした。今回の論文では細胞分裂に必要な FtsW と呼ばれる SEDS タンパク質がク
ラス B 高分子量 PBP と複合体を形成することでペプチドグリカン合成酵素としての働きを持つよう
になるということを報告しました。細胞壁を合成する酵素は抗生物質のターゲットなので（PBP は
その名の通りペニシリン系の抗生物質のターゲットです）今後 SEDS タンパク質をターゲットとした
抗生物質の開発に期待がかかります。 
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  Walker 研クリスマスプレゼント交換会                    同期の友達二人と白川郷に行ってきました 


